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った。H6 由来一倍体と、既に得られている K7 由来の一倍体との交配株を作成したとこ
ろ、これらは効率よく胞子を形成し、四胞子分離が可能であったことから、K7 の胞子形
成不全がH6株の遺伝子により相補されたと考えられた。そこで 3種の協会系菌株由来の
一倍体と、醸造特性で選抜したH6由来一倍体との交配株を作成し、胞子形成及び四胞子
分離した一倍体を用いた新規清酒酵母の育種について検討を行った。その際、醸造特性と
の対応が既知の 2種の点突然変異を醸造特性予測の DNAマーカーモデルとして採用し、
交配株におけるタイピングも行い、マーカーの利用可能性を確認した。各交配株から分離
した一倍体の清酒小仕込み試験により得られた成分値等のパラメーターを用いて主成分
解析など行ったところ，非常に多様な醸造特性を有する一倍体株が取得できていることを
確認した。これらの一倍体セットは交配による多様な清酒酵母菌株の創出に利用可能と期
待される。 
 
 本研究において明らかとなったH6株の特性のうち、とりわけ重要なのは正常な胞子形
成能及び協会系酵母との遺伝的近縁性である。山﨑氏はこれらの意義を的確に理解し、H6
株と協会系菌株との間の交配と胞子形成による一倍体セットの開発を進めた点は高く評
価できる。消費者の嗜好の変化による清酒の多様性が求められる今日の状況下で、交配育
種に対するニーズは高く、本研究の意義は非常に大きい。これらの一倍体セットは、今後
の規模の拡張も容易であるが、多様な組合せの交配とその後の胞子形成で生み出される多
数の一倍体の効率的な醸造特性評価という観点から、モデル DNAマーカーによる遺伝型
選抜を取り入れたことも、次世代の交配育種を見据えたものといえる。加えて、H6 株と
協会系の菌株の近縁性については、協会系酵母の系統分化に対して示唆的である点で興味
深い上、協会系酵母の遺伝解析への H6株の活用も可能と期待される。 
以上より、本論文の著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと判
断する。 
備考 審査の要旨は，1,500字程度とする。 
